中間温帯林域における花粉分析学的研究 by 内山 隆
中間温帯林域における花粉分析学的研究
著者 内山 隆
号 790
発行年 1982
URL http://hdl.handle.net/10097/24463
 氏名・(本籍)
縁
山
務
内 たかし
隆
 学位の種類理学博士
 学位記番号理博第790号
 学位授与年月日昭和57年3月25日
 学位授与の要件学位規則第5条第1項該当
研究科専攻 東北大学大学院理学研究科
 (博士課程)生物学専攻
 (東京都)
 学位論文題目中間温帯林域における花粉分析学的研究
論文審査委員  (主査)
教授飯泉茂
好
吉
夫
広
覧
賀多
橋
馬
池
大
相
菊
擾
擾
授
教
教
教
助
文
論
目
次
 1序論
 II試料採取地点の概要
 IH柱状試料とそのCM年代測定値
 W方法
 1。現生花粉試料
 2.走査型電子顕微鏡用試料
 3.柱状試料
 V結果
 i.ブナ属およびコナラ亜属の花粉形態
 2.柱状試料分析結果
 3.表層試料分析結果
 4.主要樹種の出現状況
 1)Pin雛s
 ～382一
 助
㊧
姶
励
㊦
の
勘
考
要
謝
参
 玉
蕪
撮
X
 V
V
V
玉
 Cyc玉obaia登ops量s
Quercus
Abies
Zelkova
 Carp三登us
 Fag慧siapORica
F&guscrenata
察
約
辞
 一383一
論文内容要旨
 わが国では,暖温帯上部から冷温帯下部にまたがる地域に,ツガやモミを主とする針葉樹林
 が,相観的には一つの森林帯を形成して分布する。この地域に成立する各種の森林は,総じて
 中間温帯林と呼ばれているが,各森林型の組成的な独立性は低く,植物社会学的には推移帯め
 特徴をもつとされている。
 本研究は,このような中間温帯林に関して,その成立過程を花粉分析法により検討したもの
 である。従来までの花粉分析は属ないし科の段階で,患現花粉を識別しているが,これらの段
 階のみでは,暖温帯林,中間温帯林,冷温帯林の示標を得ることが困難である。そのため本研
 究では特に,ブナ属やコナラ属の各種の識別規準を定め,中間温帯林を特定して復元すること
 につとめた。
 即ち,ブナ属では,中間温帯林を示標するイヌブナを冷温帯林のブナと区別するために,そ
 れぞれの現生花粉の形態を検討した。次に,コナラ属についても暖温帯林を示標する常緑性の
 アカガシ亜属と落葉性のコナラ亜属とを区別した。さらに,コナラ亜属については,粒径差に
 より,亜属内5種の区別を検討した。
 その上で,中間温帯林を代表するモミ林が,水平的に,連続的に分布する東北地方の太平洋
 側で,暖温帯から冷温帯に到る地域を対象として,花粉分析を行なった。
 1.ブナ属およびコナラ亜属の花粉形態
 ブナ属花粉の粒径を測定した結果,平均値(赤道径×極直径)では,イヌブナが35.0×34.0(μ)
 となり,ブナが42.0×40.0(μ)となり,7.0×6.0(μ)程度の差が認められた。しかし,粒径の頻
 度分布では,重複する割合が高く,粒径による判溺は不可能であった。
 また,表面模様は両者とも微細突起(scabrate)によって,おおわれ,明らかな差異は認められ
 なかった。一方,発芽装置(発芽溝および発芽孔)の形状は異なり,イヌブナの方がブナに比べ
 て,長く,極近くまで達している。この差異を数値化するために,花粉溝長示数(花粉溝長/極
 直径)と,極面積示数(極面における花粉溝の先端部間の長さ/赤道径〉を用いた。
 これによると,イヌブナの場合,極面積示数が0.3以下,花粉溝長示数が0.8以上となる。ブ
 ナの場合,極面積示数がO.4以上,花粉溝長示数が0.7以下となり,明らかに異なる。そして,
 この形質は化石化した場合でも保持される事が観察され,化石花粉を同定する際の規準となる
 ことカ§オっカ】つた。
 落葉性のコナラ亜属については,5種類の現生花粉試料(コナラ,ミズナラ,アベマキ,カシ
 ワ,クヌギ)の粒径を澗寇した。
 その結果,赤道径の平均値が,コナラで約27μ,ミズナラで約29μ,アベマキで約32μ・カシ
 ワで約34μ,クヌギで約35μとなる。これに対して粒径の頻度分布では,コナラ・ミズナラが30.0
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 μ以下の部分で重複して分布し,アベマキが30.Oμ前後をモードとして分布する。そしてカシ
 ワ・クヌギは32.5μ以上の部分で重複して分布する。
 このように,粒径の頻度分布には三つの型があり,コナラ・ミズナラ型とカシワ・クヌギ型
 は区鋼することが甫能である。
 2.主要樹種花粉の出現状況
 各地点で,共通して主要な出現状況を示した樹種の中から,地点周囲の植生を構成すると思
 われる次の8種類を主要樹種(Plnus,CyclobaIanopsls,Quercus,Ables,Zel㎞va,Carpl無s,
 Fagusjaponica,Fag穀scre舩ta)として選択し,これらの花粉量(gralΩs/g)を,花粉分布図で
 識別された各花粉帯内で積算し,これを基数とした各樹種の割合を百分率で示した。そして,
 C14年代測定値から推定された年代により,主要樹種の出現状況の変遷を次のように得た。
 i)・Pまnus(マツ嘱)
 Pin器の分布は,暖温帯林域から冷温帯林域に到る広い地域に及び,特に現在と連続する時代
 の花粉帯で高い比率を示している。しかし,約3000年前より以前の花粉帯では,いずれの地点
 でも低い比率となる。
 2)Cyclobaねnopsis(アカガシ亜属)
 出現の有無を規準にすると,その分布は冷温帯林域を除いた各地に及んでいる。5%以、ヒを
 規準にすると,現在のカシ林の北限域にまで及ぶ,しかし,その中でio%以上となる地点は,
 暖温帯林域に限られる事から,Cyclobalanepsisによって構成される常緑広葉樹林の分布範囲
 は,過去5000年間に,現在と大きく異なる事はなかったと考えられる。
 3)Quercus(落葉性コナラ亜属)
 Quercusの分布範翻は暖温帯林域から冷温帯林域に到る広い地域に及び,その比率も高く,
 15%以上を規準とした場合でも,各地点のほとんどの花粉帯に分布する。さらに,規準を高く
 すると,冷温帯林域を除く地域に限られ,30%以上とすると,中間温帯林域に限って出現する。
 このように,Q総rcusは中間温帯林域の植生を構成する主要な樹種であり,少なくとも過去
 約5000年間,連続して存在していたものと考えられる。
 4)A疑es(モミ属)
 Abiesの分布状況は全般に低く,ま0%以上を規準とした場合,その範硬は暖温帯林域に限られ
 る。また,暖温帯林域内でも,一様な分布は示さず,その分布密度には明らかな差があったも
 のと考えられる。
 5)Zelkova(ケヤキ属)
 Zelkovaの分布範囲は広く,その比率も高いが,特に中間温帯林域から冷温帯林域に到る地
 域で,その比率が高く,年代的にも連続する。この地域では,少なくとも過去約5000年間の植
 生を構成する主要な樹種として存在していたものと考えられる。
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 6)CarplΩus(クマシデ属)
 Carp1nusの分布状況は,全般に低く,5%以.ヒを規準とした場合,冷温帯林域を除く地域の
 ほとんどの花粉帯に及ぶが,10%以上とすると,ほとんどの花粉帯で欠落する。また,年代的
 にも連続した分布を示さないことから,低い分布密度で存在していたものと考えられる。
 7)Fagusjaponまca(イヌブナ)
 出現の有無を規準とすると,全ての花粉帯に分布するが,その規準を10%以上とすると,暖
 温帯林域の一部に限られる。また年代的にも約3000年前以降の花粉帯に限られる。
 このように,イヌブナは必ずしもこの地域の植生を構成する主要な樹種ではなかったと考え
 られる。
 8)Faguscrenata(ブナ)
 その分布範囲は広く,比率も高い。10%以上を規準とした場合でも,冷温帯林域から暖温帯
 林域にまで及び,20%以上とすると,中間温帯林域,冷温帯林域に限られる。また,中間温帯
 林域では少なくとも2000年前以前の花粉帯に限られる。
 このように,冷温帯林域では,年代的にも連続して,主要な樹種として植生を構成してきた
 が,中間温帯林域では過去5000年間に,その分布密度を減少させてきたものと考えられる。
 3.中間温帯林域の花粉組成
 中間温帯林域で,最も主要な樹種は落葉性コナラ亜属であり,冷温帯林域のブナや,暖温帯
 林域のアカガシ亜属やシイノキ属に対して,特徴的である。
 中間温帯林域でも南部では,コナラ亜属の他に,アカガシ亜属,モミ属,イヌブナなどが混
 在し,多様な花粉組成を示す。一方,北部の冷温帯林域に推移する地域では,コナラ亜属の他
 に,ケヤキ属の比率が高く,これにブナやクマシデ属などが混在する。
 従って,中間温帯林域は花粉組成上,このように二分され,モミ属やイヌブナが主要な樹種
 としと出現するのは,南部に隈られる事が明らかにされた。
 また,コナラ亜属の樹種を粒径頻度分布から検討した結果,コナラ・ミズナラを主とする群
 落が少なくとも過去5000年間連続して存在していた可能性が高く考えられた。
 そして,約3000年前を境とする温暖期から冷温期への気候変化は,いずれの地点でも,主要
 な樹種の出現変遷として明確には認められず,この変化が緩慢なものであったと考えられた。
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 論文審査の結果の要旨
 暖温帯と冷温帯の推移帯にみられる群落で,相観の上でモミやツガで特徴づけられる森林が,
 中間温帯林と呼ばれているものである。太平洋側では・このモミ・ツガ林はカシ類など暖温帯
 林の要素も多くもち,また一方,この林の北方上部では,ブナ林の性格をも強くもっているこ
 とが知られている。関東地方北部から東北地方にわたるこの中間温帯林の分布域では,モミを
 主とし,クリ,コナラ,シデ類,イヌブナ,ケヤキ,アカマツなどの樹木を多くもつ森林が発
 達している。しかし,それらの群落を組成論的にみると,他の植生帯の群落に比べて独立性に
 難点があり,全体性にも欠けるところがあって,現存植生を対象とする研究者にとっては,以
 前から問題視され統一的な見解がえられていない群落であった。本論文は,この中間温帯林の
 成立過程を花粉分析法によって検討したものであって,以下に指摘するように,現存植生の解
 析からは不明であった本群落の実体が明らかにされた点で高く評価される成果を含んでいる。
 すなわち,モミ林が分布する東北地方太平洋側の,平野部から山地下部にわたる12地点の堆積
 試料について,花粉化石の分析を行い,その出現花粉のうち,とくに,中間温帯林を特徴づけ
 ているモミ属,マツ属,アカガシ亜属,コナラ亜属(落葉性),ケヤキ属,クマシデ属ブナ,イ
 ヌブナの花粉の出現の推移状況を,過去5000年間にわたって詳細に検討した結果である。その
 結果,この地域で,約5000年間連続に出現してその分布範翻も広く,出現頻度も高い樹種は,
 落葉性のコナラ亜属であることを明かにした。アカガシ亜属,モミ属,イヌブナなどの花粉は
 むしろ暖温帯林域にまたがって多く,ケヤキ属,クマシデ属,ブナのそれは冷温帯林域にまた
 がって分布したことを明確にしたことである。
 以上の成果は,植生学,花粉分析学の発展にとって貢献するところ大であり,著者内山隆が
 自立して研究活動を行うに必要な高度の学識と能力のあることを示している。よって,本論文
 は理学博士の学位論文として合格と認めた。
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